
(57)【要約】

【課題】　多様なオペレータの習熟度に対応した、適切

で理解し易い各種メンテナンス方法を図解表示する。

【解決手段】　オペレータの習熟度を判定してそのレベ

ルに適したガイダンス表示を行えるよう、画像形成装置

内の記憶部に、あるメンテナンスに関してオペレータの

習熟度に応じた段階的なレベルの異なるガイダンスが記

憶され、さらにガイダンスの内容が不十分であると判断

されれば外部の情報処理装置から、より詳細なガイダン

ス情報を画像形成装置にダウンロードする。

【選択図】　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 画 像 形 成 シ ス テ ム に お い て 、
　 画 像 形 成 手 段 、
　 前 記 画 像 形 成 手 段 に お け る メ ン テ ナ ン ス の 要 否 を 判 断 す る メ ン テ ナ ン ス 要 否 判 断 手 段 、
　 オ ペ レ ー タ の メ ン テ ナ ン ス 操 作 に 関 す る 習 熟 度 を 判 定 す る 習 熟 度 判 定 手 段 、
　 各 種 メ ン テ ナ ン ス 方 法 を 図 解 し て 説 明 す る た め の 複 数 の 画 像 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 、
　 前 記 メ ン テ ナ ン ス 要 否 判 断 手 段 と 前 記 習 熟 度 判 定 手 段 の 判 定 に 基 づ い て 前 記 記 憶 手 段 か
ら
　 メ ン テ ナ ン ス 状 況 に 応 じ た 画 像 を 選 択 す る 画 像 選 択 手 段 、
　 前 記 画 像 選 択 手 段 が 選 択 し た メ ン テ ナ ン ス 状 況 に 応 じ た 画 像 を 表 示 さ せ る 表 示 手 段 か ら
構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 外 部 の 情 報 処 理 装 置 と 、 画 像 形 成 装 置 と を 通 信 手 段 を 介 し て 接 続 し て な る 画 像 形 成 シ ス
テ ム に お い て 、
　 前 記 画 像 形 成 装 置 は 、 装 置 の 各 部 位 に お け る メ ン テ ナ ン ス の 要 否 を 判 断 す る メ ン テ ナ ン
ス 要 否 判 断 手 段 と 、
　 各 種 メ ン テ ナ ン ス 方 法 を 図 解 し て 説 明 す る た め の 複 数 の 画 像 を 、 記 憶 す る 第 一 の 記 憶 手
段 と 、
　 オ ペ レ ー タ の メ ン テ ナ ン ス 状 況 に 応 じ た 画 像 を 選 択 す る 、 画 像 選 択 手 段 と 、
　 前 記 画 像 選 択 手 段 に よ っ て 選 択 さ れ た 画 像 を 表 示 す る 表 示 手 段 と 、
　 前 記 メ ン テ ナ ン ス 要 否 判 断 手 段 が メ ン テ ナ ン ス 要 と 判 断 し た 後 、 オ ペ レ ー タ が メ ン テ ナ
ン ス を 開 始 す る タ イ ミ ン グ と 、 終 了 の タ イ ミ ン グ を 判 定 す る タ イ ミ ン グ 判 定 手 段 と 、
　 前 記 タ イ ミ ン グ 判 定 手 段 に よ り 判 定 さ れ た 、 メ ン テ ナ ン ス の 開 始 か ら 終 了 ま で の 時 間 を
計 測 す る 計 測 手 段 を 備 え 、
　 前 記 外 部 の 情 報 処 理 装 置 は 、 前 記 画 像 形 成 装 置 と は 異 な る 、 各 種 メ ン テ ナ ン ス 方 法 を 図
解 し て 説 明 す る た め の 複 数 の 画 像 を 記 憶 す る 第 二 の 記 憶 手 段 を 備 え 、
前 記 画 像 形 成 装 置 の 前 記 計 測 手 段 に よ り 計 測 し た 時 間 が 、 予 め 定 め ら れ た 第 一 の 設 定 時 間
よ り も 短 い 場 合 は 、 前 記 第 一 の 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 画 像 を 、 前 記 表 示 手 段 に 表 示 さ せ 、
前 記 第 一 の 設 定 時 間 を 超 え た 場 合 は 、 前 記 外 部 の 情 報 処 理 装 置 に 備 え た 前 記 第 二 の 記 憶 手
段 に 記 憶 に 記 憶 さ れ た 画 像 情 報 を 、 前 記 通 信 手 段 を 介 し て 、 ダ ウ ン ロ ー ド を 行 い 、
　 前 記 画 像 形 成 装 置 の 前 記 第 一 の 記 憶 手 段 に 記 憶 さ せ る と と も に 、 前 記 表 示 手 段 に て 表 示
す る こ と を 特 徴 と す る 、 画 像 形 成 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 判 定 手 段 が 、 メ ン テ ナ ン ス 開 始 の 判 定 を す る タ イ ミ ン グ が 、 前 記 画 像 形 成 装 置 に 備
え た メ ン テ ナ ン ス 用 開 口 部 の 開 閉 、 ま た は 操 作 部 へ の 操 作 入 力 で あ り 、 メ ン テ ナ ン ス 終 了
の 判 定 を す る タ イ ミ ン グ が 、 前 記 画 像 形 成 装 置 の エ ラ ー 解 除 、 ま た は コ ピ ー 予 約 可 能 状 態
に な る と き で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 2記 載 の 画 像 形 成 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 一 の 設 定 時 間 よ り も 短 い 第 二 の 複 数 の 異 な る 設 定 時 間 が 設 定 さ れ 、 設 定 さ れ た そ
れ ぞ れ の 時 間 帯 に 対 応 し た 画 像 が 、 前 記 第 一 の 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ 、 前 記 第 一 の 設 定 時 間
以 上 の 、 第 三 の 複 数 の 異 な る 設 定 時 間 が 設 定 さ れ 、 設 定 さ れ た そ れ ぞ れ の 時 間 帯 に 対 応 し
た 画 像 が 、 前 記 第 二 の 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ 、 前 記 計 測 手 段 に よ り 計 測 し た 時 間 に 対 応 し た
前 記 画 像 を 、 前 記 表 示 手 段 に よ っ て 表 示 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 2、 3記 載 の 画 像 形
成 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 外 部 の 情 報 処 理 装 置 と 、 画 像 形 成 装 置 と を 通 信 装 置 を 介 し て 接 続 し て な る 画 像 形 成 シ ス
テ ム に お い て 、
　 前 記 画 像 形 成 装 置 に は 、 前 記 第 一 の 記 憶 手 段 と 、 前 記 表 示 手 段 と 、 前 記 メ ン テ ナ ン ス 要
否 判 断 手 段 と 、 前 記 タ イ ミ ン グ 判 定 手 段 を 備 え 、
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　 前 記 タ イ ミ ン グ 判 定 手 段 に よ り 判 定 さ れ た 、 メ ン テ ナ ン ス の 開 始 か ら 終 了 ま で の 間 に 、
オ ペ レ ー タ が 何 回 、 メ ン テ ナ ン ス の 誤 操 作 を し た か を 判 断 し て カ ウ ン ト す る 、 カ ウ ン ト 手
段 を 備 え
　 前 記 カ ウ ン ト 手 段 に よ り カ ウ ン ト し た 誤 操 作 の 回 数 が 、 予 め 定 め ら れ た 第 一 の 設 定 回 数
よ り も 少 な い 場 合 は 、 前 記 第 一 の 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 画 像 を 、 前 記 表 示 手 段 に 表 示 さ せ
、
　 前 記 第 一 の 設 定 回 数 以 上 の 場 合 は 、 超 え た 直 後 に 前 記 外 部 の 情 報 処 理 装 置 に 備 え た 前 記
第 二 の 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 画 像 情 報 を 、 前 記 通 信 手 段 を 介 し て 、 ダ ウ ン ロ ー ド を 行 い 、
　 前 記 画 像 形 成 装 置 の 前 記 第 一 の 記 憶 手 段 に 記 憶 さ せ る と と も に 、 前 記 表 示 手 段 に て 表 示
す る こ と を 特 徴 と す る 、 画 像 形 成 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 カ ウ ン ト 手 段 が 、 誤 操 作 で あ る と 判 断 す る 要 因 が 、 前 記 メ ン テ ナ ン ス 用 開 口 部 の 不
要 な 部 分 の 開 閉 、 ま た は 同 一 個 所 の 複 数 回 の 開 閉 、 ま た は 全 て の 開 口 部 を 閉 じ た 後 で も エ
ラ ー 解 除 や 、 コ ピ ー 予 約 可 能 な 状 態 に な ら な い 場 合 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 5記
載 の 画 像 形 成 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 一 の 設 定 回 数 よ り も 少 な い 第 二 の 複 数 の 異 な る 設 定 回 数 が 設 定 さ れ 、 設 定 さ れ た
そ れ ぞ れ の 回 数 の 領 域 に 対 応 し た 画 像 が 、 前 記 第 一 の 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ 、 前 記 第 一 の 設
定 回 数 以 上 の 、 第 三 の 複 数 の 異 な る 設 定 回 数 が 設 定 さ れ 、 設 定 さ れ た そ れ ぞ れ の 回 数 の 領
域 に 対 応 し た 画 像 が 、 前 記 第 二 の 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ 、 前 記 カ ウ ン ト 手 段 に よ り カ ウ ン ト
し た 回 数 に 対 応 し た 前 記 画 像 を 、 前 記 表 示 手 段 に よ っ て 表 示 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ５ 、 ６ 記 載 の 画 像 形 成 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 通 信 回 線 を 介 し て 外 部 の 情 報 処 理 装 置 と 接 続 さ れ 、 画 像 形 成 装 置 に 関 す る 情
報 を 送 受 信 す る 画 像 形 成 シ ス テ ム 及 び そ の 管 理 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 複 写 機 な ど の 画 像 形 成 装 置 の 効 率 的 か つ 迅 速 な メ ン テ ナ ン ス を 行 う た め に 、 画 像
形 成 装 置 に 内 蔵 さ れ た メ モ リ 部 に 各 種 メ ン テ ナ ン ス 方 法 を 説 明 す る 画 像 が 記 憶 さ れ て お り
、 こ の 画 像 は 画 像 形 成 装 置 の 液 晶 画 面 等 で 形 成 さ れ た 表 示 部 で 表 示 す る こ と が 提 案 さ れ 、
オ ペ レ ー タ が そ の 画 像 を 見 な が ら 作 業 を 行 う と い う こ と が 一 般 的 に 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 特 開 平 10-107940で は 、 メ ン テ ナ ン ス の 処 理 手 順 を 、 順 を 追 っ て 図 解 表 示 す る
よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 近 年 で は 画 像 形 成 装 置 と サ ー ビ ス セ ン タ ー を オ ン ラ イ ン で 結 ぶ 管 理 シ ス テ ム が 提
案 さ れ て お り 、 例 え ば 特 開 2002-084388で は 、 外 部 の 情 報 処 理 装 置 か ら サ ー ビ ス マ ニ ュ ア
ル の 内 容 或 い は ト ラ ブ ル シ ュ ー テ ィ ン グ と い っ た 、 情 報 画 像 形 成 装 置 に 関 す る 情 報 を 取 得
し て 表 示 さ せ る こ と に よ り 、 サ ー ビ ス 管 理 を 容 易 に 行 え る よ う に し て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 上 記 の 発 明 の 前 者 で は 、 メ ン テ ナ ン ス の 処 理 手 順 を 追 っ て 図 解 表 示 し た 場 合 で
も 、 オ ペ レ ー タ の 経 験 が 浅 い 場 合 に は 理 解 で き な い こ と も 考 え ら れ 、 よ っ て メ ン テ ナ ン ス
に 手 間 取 る 状 況 が 改 善 さ れ な い 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 上 記 の 発 明 の 後 者 は 、 様 々 な レ ベ ル の オ ペ レ ー タ そ れ ぞ れ に 適 し た 情 報 で あ る と
は 限 ら ず 、 全 て の メ ン テ ナ ン ス の 内 容 を 詳 解 し た 場 合 に は 、 情 報 の 容 量 が 大 幅 に 増 大 し 、
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そ の 結 果 ダ ウ ン ロ ー ド の 時 間 が 長 く な っ た り 、 画 像 形 成 装 置 側 の メ モ リ の 容 量 を 大 き く し
な け れ ば な ら ず 、 使 い 勝 手 が 悪 く な っ た り コ ス ト ア ッ プ の 要 因 に も な っ て し ま う 欠 点 が あ
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 多 様 な オ ペ レ ー タ の 習 熟 度 に 対 応 し た 、 適 切 で 理 解 し 易 い 各
種 メ ン テ ナ ン ス 方 法 を 図 解 表 示 す る た め に 、 オ ペ レ ー タ の 習 熟 度 を 判 定 し て そ の レ ベ ル に
適 し た ガ イ ダ ン ス 表 示 を 行 え る よ う 、 画 像 形 成 装 置 内 の 記 憶 部 に は 、 そ れ ぞ れ の メ ン テ ナ
ン ス に 関 し て 段 階 的 に レ ベ ル の 異 な る ガ イ ダ ン ス が 記 憶 さ れ 、 さ ら に ガ イ ダ ン ス の 内 容 が
不 十 分 で あ る と 判 断 さ れ れ ば 外 部 の 情 報 処 理 装 置 か ら 、 よ り 詳 細 な ガ イ ダ ン ス 情 報 を 画 像
形 成 装 置 に ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と で 、 メ ン テ ナ ン ス を 容 易 か つ 効 率 的 に 行 う こ と を 可 能 に
す る 画 像 形 成 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 出 願 に 係 る 第 1の 発 明 は 、 画 像 形 成 手 段 、 前 記 画 像 形 成 手 段 に お け る メ ン テ ナ ン ス の
要 否 を 判 断 す る メ ン テ ナ ン ス 要 否 判 断 手 段 、 オ ペ レ ー タ の メ ン テ ナ ン ス 操 作 に 関 す る 習 熟
度 を 判 定 す る 習 熟 度 判 定 手 段 、 各 種 メ ン テ ナ ン ス 方 法 を 図 解 し て 説 明 す る た め の 複 数 の 画
像 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 、 前 記 メ ン テ ナ ン ス 要 否 判 断 手 段 と 前 記 習 熟 度 判 定 手 段 の 判 定 に 基
づ い て 前 記 記 憶 手 段 か ら メ ン テ ナ ン ス 状 況 に 応 じ た 画 像 を 選 択 す る 画 像 選 択 手 段 、 前 記 画
像 選 択 手 段 が 選 択 し た メ ン テ ナ ン ス 状 況 に 応 じ た 画 像 を 表 示 さ せ る 表 示 手 段 か ら 構 成 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 シ ス テ ム を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 出 願 に 係 る 第 ２ の 発 明 は 、 外 部 の 情 報 処 理 装 置 と 、 画 像 形 成 装 置 と を 通 信 手 段 を 介 し
て 接 続 し て な る 画 像 形 成 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 画 像 形 成 装 置 は 、 装 置 の 各 部 位 に お け る
メ ン テ ナ ン ス の 要 否 を 判 断 す る メ ン テ ナ ン ス 要 否 判 断 手 段 と 、 各 種 メ ン テ ナ ン ス 方 法 を 図
解 し て 説 明 す る た め の 複 数 の 画 像 を 、 記 憶 す る 第 一 の 記 憶 手 段 と 、 オ ペ レ ー タ の メ ン テ ナ
ン ス 状 況 に 応 じ た 画 像 を 選 択 す る 、 画 像 選 択 手 段 と 、 前 記 画 像 選 択 手 段 に よ っ て 選 択 さ れ
た 画 像 を 表 示 す る 表 示 手 段 と 、 前 記 メ ン テ ナ ン ス 要 否 判 断 手 段 が メ ン テ ナ ン ス 要 と 判 断 し
た 後 、 オ ペ レ ー タ が メ ン テ ナ ン ス を 開 始 す る タ イ ミ ン グ と 、 終 了 の タ イ ミ ン グ を 判 定 す る
タ イ ミ ン グ 判 定 手 段 と 、 前 記 タ イ ミ ン グ 判 定 手 段 に よ り 判 定 さ れ た 、 メ ン テ ナ ン ス の 開 始
か ら 終 了 ま で の 時 間 を 計 測 す る 計 測 手 段 を 備 え 、 前 記 外 部 の 情 報 処 理 装 置 は 、 前 記 画 像 形
成 装 置 と は 異 な る 、 各 種 メ ン テ ナ ン ス 方 法 を 図 解 し て 説 明 す る た め の 複 数 の 画 像 を 記 憶 す
る 第 二 の 記 憶 手 段 を 備 え 、 前 記 画 像 形 成 装 置 の 前 記 計 測 手 段 に よ り 計 測 し た 時 間 が 、 予 め
定 め ら れ た 第 一 の 設 定 時 間 よ り も 短 い 場 合 は 、 前 記 第 一 の 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 画 像 を 、
前 記 表 示 手 段 に 表 示 さ せ 、 前 記 第 一 の 設 定 時 間 を 超 え た 場 合 は 、 前 記 外 部 の 情 報 処 理 装 置
に 備 え た 前 記 第 二 の 記 憶 手 段 に 記 憶 に 記 憶 さ れ た 画 像 情 報 を 、 前 記 通 信 手 段 を 介 し て 、 ダ
ウ ン ロ ー ド を 行 い 、 前 記 画 像 形 成 装 置 の 前 記 第 一 の 記 憶 手 段 に 記 憶 さ せ る と と も に 、 前 記
表 示 手 段 に て 表 示 す る こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 シ ス テ ム を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 出 願 に 係 る 第 ３ の 発 明 は 、 前 記 判 定 手 段 が 、 メ ン テ ナ ン ス 開 始 の 判 定 を す る タ イ ミ ン
グ が 、 前 記 画 像 形 成 装 置 の メ ン テ ナ ン ス 用 開 口 部 の 開 閉 、 ま た は 操 作 部 へ の 操 作 入 力 で あ
り 、 メ ン テ ナ ン ス 終 了 の 判 定 を す る タ イ ミ ン グ が 、 前 記 画 像 形 成 装 置 の エ ラ ー 解 除 、 ま た
は コ ピ ー 予 約 可 能 状 態 に な る と き で あ る こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 シ ス テ ム を 提 供 す る も
の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 出 願 に 係 る 第 ４ の 発 明 は 、 前 記 第 一 の 設 定 時 間 よ り も 短 い 第 二 の 複 数 の 異 な る 設 定 時
間 が 設 定 さ れ 、 設 定 さ れ た そ れ ぞ れ の 時 間 帯 に 対 応 し た 画 像 が 、 前 記 第 一 の 記 憶 手 段 に 記
憶 さ れ 、 前 記 第 一 の 設 定 時 間 以 上 の 、 第 三 の 複 数 の 異 な る 設 定 時 間 が 設 定 さ れ 、 設 定 さ れ
た そ れ ぞ れ の 時 間 帯 に 対 応 し た 画 像 が 、 前 記 第 二 の 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ 、 前 記 計 測 手 段 に
よ り 計 測 し た 時 間 に 対 応 し た 前 記 画 像 を 、 前 記 表 示 手 段 に よ っ て 表 示 さ せ る こ と を 特 徴 と
す る 画 像 形 成 シ ス テ ム を 提 供 す る も の で あ る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 出 願 に 係 る 第 ５ の 発 明 は 、 外 部 の 情 報 処 理 装 置 と 、 画 像 形 成 装 置 と を 通 信 装 置 を 介 し
て 接 続 し て な る 画 像 形 成 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 画 像 形 成 装 置 に は 、 前 記 第 一 の 記 憶 手 段
と 、 前 記 表 示 手 段 と 、 前 記 メ ン テ ナ ン ス 要 否 判 断 手 段 と 、 前 記 タ イ ミ ン グ 判 定 手 段 を 備 え
、 前 記 タ イ ミ ン グ 判 定 手 段 に よ り 判 定 さ れ た 、 メ ン テ ナ ン ス の 開 始 か ら 終 了 ま で の 間 に 、
オ ペ レ ー タ が 何 回 、 メ ン テ ナ ン ス の 誤 操 作 を し た か を 判 断 し て カ ウ ン ト す る 、 カ ウ ン ト 手
段 を 備 え 、 前 記 カ ウ ン ト 手 段 に よ り カ ウ ン ト し た 誤 操 作 の 回 数 が 、 予 め 定 め ら れ た 第 一 の
設 定 回 数 よ り も 少 な い 場 合 は 、 前 記 第 一 の 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 画 像 を 、 前 記 表 示 手 段 に
表 示 さ せ 、 前 記 第 一 の 設 定 回 数 以 上 の 場 合 は 、 超 え た 直 後 に 前 記 外 部 の 情 報 処 理 装 置 に 備
え た 前 記 第 二 の 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 画 像 情 報 を 、 前 記 通 信 手 段 を 介 し て 、 ダ ウ ン ロ ー ド
を 行 い 、 前 記 画 像 形 成 装 置 の 前 記 第 一 の 記 憶 手 段 に 記 憶 さ せ る と と も に 、 前 記 表 示 手 段 に
て 表 示 す る こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 シ ス テ ム を 提 供 す る も の で あ る 。
本 出 願 に 係 る 第 ６ の 発 明 は 、 前 記 カ ウ ン ト 手 段 が 、 誤 操 作 で あ る と 判 断 す る 要 因 が 、 前 記
メ ン テ ナ ン ス 用 開 口 部 の 不 要 な 部 分 の 開 閉 、 ま た は 同 一 個 所 の 複 数 回 の 開 閉 、 ま た は 全 て
の 開 口 部 を 閉 じ た 後 で も エ ラ ー 解 除 や 、 コ ピ ー 予 約 可 能 な 状 態 に な ら な い 場 合 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 画 像 形 成 シ ス テ ム を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 出 願 に 係 る 第 ７ の 発 明 は 、 前 記 第 一 の 設 定 回 数 よ り も 少 な い 第 二 の 複 数 の 異 な る 設 定
回 数 が 設 定 さ れ 、 設 定 さ れ た そ れ ぞ れ の 回 数 の 領 域 に 対 応 し た 画 像 が 、 前 記 第 一 の 記 憶 手
段 に 記 憶 さ れ 、 前 記 第 一 の 設 定 回 数 以 上 の 、 第 三 の 複 数 の 異 な る 設 定 回 数 が 設 定 さ れ 、 設
定 さ れ た そ れ ぞ れ の 回 数 の 領 域 に 対 応 し た 画 像 が 、 前 記 第 二 の 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ 、 前 記
カ ウ ン ト 手 段 に よ り カ ウ ン ト し た 回 数 に 対 応 し た 前 記 画 像 を 、 前 記 表 示 手 段 に よ っ て 表 示
さ せ る こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 シ ス テ ム を 提 供 す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 多 様 な オ ペ レ ー タ の 習 熟 度 に 対 応 し た 、 適 切 で 理 解 し 易 い 各 種 メ ン テ
ナ ン ス 方 法 を 図 解 表 示 す る た め に 、 オ ペ レ ー タ の 習 熟 度 を 判 定 し て そ の レ ベ ル に 適 し た ガ
イ ダ ン ス 表 示 を 行 え る よ う 、 画 像 形 成 装 置 内 の 記 憶 部 に 、 あ る メ ン テ ナ ン ス に 関 し て オ ペ
レ ー タ の 習 熟 度 に 応 じ た 段 階 的 な レ ベ ル の 異 な る ガ イ ダ ン ス が 記 憶 さ れ 、 さ ら に ガ イ ダ ン
ス の 内 容 が 不 十 分 で あ る と 判 断 さ れ れ ば 外 部 の 情 報 処 理 装 置 か ら 、 よ り 詳 細 な ガ イ ダ ン ス
情 報 を 画 像 形 成 装 置 に ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と で 、 メ ン テ ナ ン ス を 容 易 か つ 効 率 的 に 行 う こ
と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 本 発 明 に お け る 実 施 形 態 に 係 る 画 像 形 成 シ ス テ ム を 構 成 す る 画 像 形 成 装 置 101の
主 断 面 図 で あ る 。 １ は イ メ ー ジ ス キ ャ ナ 部 で あ り 、 原 稿 画 像 を 光 学 的 に 読 み 取 り 、 デ ジ タ
ル 信 号 に 変 換 さ れ た 画 像 信 号 を 出 力 す る 。 ２ は プ リ ン タ 部 で あ り 、 イ メ ー ジ ス キ ャ ナ 部 １
か ら 出 力 さ れ た デ ジ タ ル 画 像 信 号 を 記 録 紙 に 記 録 す る た め の 動 作 を 行 う 。 そ の 他 に タ ッ チ
パ ネ ル を 備 え た 液 晶 パ ネ ル 201、 操 作 部 202、 定 着 部 20、 定 着 ロ ー ラ 21、 排 紙 セ ン サ ー 22、
定 着 カ バ ー 23、 定 着 ウ ェ ブ 24等 が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ は 本 画 像 形 成 シ ス テ ム の 全 体 概 略 図 で あ る 。 同 図 に お い て 、 301は 画 像 形 成 装 置 101
に 配 設 さ れ た 情 報 収 集 端 末 で あ る 。 302は 遠 隔 地 に あ る サ ー ビ ス セ ン タ ー 等 に 設 置 さ れ て
い る サ ー バ ー ま た は ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ で あ り （ 以 下 サ ー バ ー と 称 す ） 、 通 信 制 御 部 312
と 情 報 収 集 端 末 301と を 回 線 303を 介 し て 通 信 を 行 う 。 ま た 、 サ ー バ ー 302に お い て 311は CP
Uで あ り ハ ー ド デ ィ ス ク 等 に ロ ー ド さ れ た サ ー バ ー 用 OSの 管 理 下 、 所 定 の ア プ リ ケ ー シ ョ
ン を 実 行 し 、 サ ー バ ー 302全 体 の 制 御 を 行 う 。 313は メ モ リ で あ り 作 業 用 の RAMや プ ロ グ ラ
ム 格 納 用 の ROMで 構 成 さ れ て い る 。 314は デ ー タ ベ ー ス で あ り 、 本 実 施 形 態 で は 画 像 形 成 装
置 の メ ン テ ナ ン ス 用 ガ イ ダ ン ス を 管 理 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 図 ３ は 図 ２ に 示 す 情 報 収 集 端 末 301の 内 部 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 同 図 に お い て 、 401
は CPUで あ り 、 情 報 収 集 端 末 301全 体 の 制 御 を 行 う と 共 に 、 プ リ ン タ 制 御 部 ７ と 情 報 の 授 受
を 行 う 。 402は 通 信 制 御 部 で あ り 、 サ ー バ ー 302と 通 信 を 行 う モ デ ム な ど で 構 成 さ れ る 。 40
3は メ モ リ で あ り 、 作 業 用 の RAMや プ ロ グ ラ ム 格 納 用 の ROMで 構 成 さ れ て い る 。 404は デ ー タ
ベ ー ス で あ り 、 本 実 施 形 態 で は 画 像 形 成 装 置 の メ ン テ ナ ン ス 用 ガ イ ダ ン ス を 管 理 し て い る
。 プ リ ン タ 制 御 部 ７ に は プ リ ン タ 動 作 全 般 を 制 御 す る 機 能 の ほ か に 、 （ a） 画 像 形 成 装 置
の メ ン テ ナ ン ス の 要 否 、 例 え ば （ １ ） ト ナ ー の 有 無 （ ２ ） 用 紙 の 有 無 （ ３ ） ジ ャ ム 発 生 の
有 無 （ ４ ） 帯 電 部 の ワ イ ヤ ー 汚 れ の 度 合 い 等 を 判 断 す る （ ｂ ） メ ン テ ナ ン ス 要 と 判 断 し た
後 、 液 晶 パ ネ ル 201に そ の 旨 を 表 示 さ せ る （ ｅ ） カ バ ー の 開 閉 、 操 作 部 202へ の 入 力 、 ま た
は 液 晶 パ ネ ル 201に オ ペ レ ー タ の 指 が 触 れ た 時 点 で 、 タ イ マ ー を ONに す る （ ｃ ） タ イ マ ー
の 時 間 に 応 じ て 、 液 晶 パ ネ ル 201に 表 示 さ せ る ガ イ ダ ン ス を 選 択 す る （ ｄ ） さ ら に 所 定 の
時 間 を 超 え た 場 合 は 、 サ ー バ ー 302に 送 信 す る よ う 情 報 収 集 端 末 301に 指 示 す る （ ｅ ） 返 信
さ れ た ガ イ ダ ン ス を 液 晶 パ ネ ル 201に 表 示 さ せ る （ ｆ ） メ ン テ ナ ン ス を 終 了 し た 時 点 で タ
イ マ ー OFF、 と い っ た 機 能 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ４ (a)の フ ロ ー チ ャ ー ト は 、 プ リ ン タ 制 御 部 ７ の 制 御 動 作 を 、 ジ ャ ム 処 理 の 場 合 を 例
に あ げ て 示 し た も の で あ る 。 な お フ ロ ー チ ャ ー ト に 示 し た 制 御 動 作 は 、 画 像 形 成 装 置 101
の 電 源 が オ ン の 状 態 で あ る 限 り 、 所 定 の 時 間 間 隔 で 繰 り 返 し 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ （ ｂ ） は 、 定 着 部 20で ジ ャ ム が 発 生 し た 場 合 の 、 平 均 的 な オ ペ レ ー タ の ジ ャ ム 処 理
時 間 を 想 定 し て 、 そ の 値 を 基 準 に 設 定 し た 時 間 ｔ ａ ～ ｔ ｃ を 示 す 。 も し ジ ャ ム 処 理 時 間 を
180秒 と 想 定 し た な ら ば 、 ｔ ａ ＝ 120秒 　 ｔ ｂ ＝ 240秒 　 ｔ ｃ ＝ 300秒 と い う よ う に 設 定 す る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 で は こ こ で 図 (a)の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 説 明 す る 。 ま ず 画 像 形 成 装 置 101で ジ ャ ム
が 発 生 し て い る か 監 視 す る （ S10） 。 ジ ャ ム が 無 け れ ば （ S10； N） 。 ジ ャ ム を 検 出 す る と
（ S10； Y） 、 ジ ャ ム 箇 所 を 点 滅 さ せ て 表 示 （ S11） 、 オ ペ レ ー タ が 操 作 部 へ 入 力 、 ま た は
カ バ ー を 開 放 （ S12） 、 そ の 直 後 に タ イ マ ー に よ る 計 測 開 始 （ S13） 、 計 測 時 間 が ｔ ａ 以 下
の 場 合 （ S14； Y） （ S15； Y） （ S16； Y） 。 計 測 時 間 が ｔ ａ を 超 え た 場 合 （ S14； Y） 、 ガ イ
ダ ン ス の 表 示 内 容 を １ ラ ン ク 詳 細 な も の に 変 更 （ S20） 、 タ イ マ ー の 計 測 値 が ｔ bを 超 え た
場 合 （ S15； Y） 、 ガ イ ダ ン ス の 表 示 内 容 を １ ラ ン ク 詳 細 な も の に 変 更 （ S21） 、 タ イ マ ー
の 計 測 値 が ｔ cを 超 え た 場 合 （ S16； Y） 、 サ ー バ ー へ そ の 情 報 を 送 信 （ S22） 、 サ ー バ ー に
も 同 様 の ル ー チ ン が あ り 、 時 間 に 応 じ た ガ イ ダ ン ス を 返 信 さ れ る （ S23） 、 カ バ ー を 閉 じ
て エ ラ ー が 解 除 （ S17； Y） 、 こ こ で タ イ マ ー に よ る 計 測 終 了 （ S19） 。 カ バ ー を 閉 じ て も
エ ラ ー が 解 除 さ れ な い 場 合 （ S18； N） 、 計 測 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 上 述 の 構 成 に お い て 、 実 際 に オ ペ レ ー タ が メ ン テ ナ ン ス を 行 う 場 合 の 手 順 に つ い て
、 例 と し て 片 面 連 続 コ ピ ー 中 に 定 着 部 20で ジ ャ ム が 発 生 し た 場 合 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま ず 定 着 部 20で ジ ャ ム が 発 生 し た 場 合 、 図 ５ の よ う な ジ ャ ム 箇 所 を 示 す 画 像 が 、 液 晶 表
示 部 10に 表 示 さ れ る 。 図 ５ は 本 体 全 体 の 主 断 面 30の 内 部 に 滞 留 し て い る ４ 枚 の ジ ャ ム 紙 の
位 置 が 、 点 滅 部 J1～ J4に よ っ て 表 示 さ れ て い る こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に オ ペ レ ー タ が カ バ ー の 開 閉 か 、 操 作 部 202へ の 入 力 、 ま た は 液 晶 パ ネ ル 201に オ ペ レ
ー タ の 指 が 触 れ た 時 点 で 、 タ イ マ ー が ONに な り 、 ジ ャ ム 処 理 時 間 が 予 め 設 定 し た 時 間 ｔ ａ
を 超 え た 場 合 は 、 図 示 し な い ガ イ ダ ン ス に 移 行 し 、 さ ら に 処 理 時 間 が ｔ ｂ を 超 え た 場 合 、
さ ら に 詳 細 な ガ イ ダ ン ス 図 ６ (ａ )～ （ ｃ ） に 移 行 す る 。 こ こ で も し 図 ６ （ ｃ ） の ア ニ メ の
手 が 示 し て い る 部 分 に ジ ャ ム 紙 が 見 え る 場 合 は 容 易 に 除 去 で き る は ず で あ る 。 し か し 、 定
着 ロ ー ラ 21の 外 周 21ａ に 用 紙 が 巻 き つ く よ う な ジ ャ ム の 場 合 は 、 オ ペ レ ー タ の 経 験 が 浅 い
場 合 は ジ ャ ム 紙 を 発 見 で き な い 可 能 性 が あ り 、 巻 き つ い た 用 紙 に 気 づ か ず 何 度 も カ バ ー の
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開 閉 を 行 う が エ ラ ー が 解 除 さ れ ず 、 ジ ャ ム 処 理 に 時 間 が か か っ て し ま う 恐 れ も あ う 。 そ こ
で タ イ マ ー に よ っ て 計 測 さ れ た 時 間 が ｔ ｃ を 超 え た 場 合 は 、 そ の 情 報 が 回 線 303を 介 し て
サ ー バ ー 302に 送 信 さ れ 、 サ ー バ ー 302の デ ー タ ベ ー ス 314か ら 、 よ り リ ア ル に 図 解 し た 動
画 等 の ア ニ メ ー シ ョ ン に よ る ガ イ ダ ン ス が ダ ウ ン ロ ー ド さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ こ で ｔ ａ ， ｔ ｂ ， ｔ ｃ は 、 時 間 で は な く 、 不 要 な 部 分 の カ バ ー の 開 閉 回 数 、 ま た は 同
一 カ バ ー の 複 数 回 の 開 閉 回 数 、 ま た は 全 て の 開 口 部 を 閉 じ た 後 で も エ ラ ー 解 除 や 、 コ ピ ー
予 約 可 能 な 状 態 に な ら な い 場 合 の 回 数 の そ れ ぞ れ を 合 計 し た も の で も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 説 明 し た 実 施 形 態 に よ れ ば 、 オ ペ レ ー タ の 習 熟 度 を 、 メ ン テ ナ ン ス の 開 始 /終 了 の
時 間 ま た は 、 処 理 手 順 の ミ ス 回 数 で 判 断 し て 最 適 な ガ イ ダ ン ス を 表 示 す る こ と で 、 メ ン テ
ナ ン ス を 容 易 か つ 効 率 的 に 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 画 像 形 成 装 置 の メ モ リ に 記 憶 さ れ た あ る レ ベ ル ま で の 習 熟 度 に 応 じ た 画 像 よ り 容 量
の 大 き い ガ イ ダ ン ス 画 像 は 、 必 要 な も の だ け サ ー バ ー か ら ダ ウ ン ロ ー ド す る の で 、 画 像 形
成 装 置 の メ モ リ の 容 量 を 大 き く し な く て 済 み 、 コ ス ト ア ッ プ を 避 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 既 存 の 詳 細 な ガ イ ダ ン ス 情 報 を 提 供 し て も 、 内 容 が 理 解 し づ ら い た め に 平 均 的 に メ
ン テ ナ ン ス の 時 間 が 多 く か か っ て い る も の で も 、 サ ー バ ー と 複 数 の 画 像 形 成 装 置 を そ れ ぞ
れ 回 線 を 介 し て 接 続 す る こ と で 、 作 業 に か か る 時 間 を 集 計 し て 分 析 す る こ と が で き 、 そ の
結 果 か ら サ ー バ ー の 管 理 者 は 、 ガ イ ダ ン ス の 内 容 を 改 善 す る こ と と な り 、 よ っ て 常 に 最 適
で 理 解 し や す い ガ イ ダ ン ス が サ ー バ ー に 記 憶 さ れ た 状 態 に な り 、 メ ン テ ナ ン ス を 容 易 か つ
効 率 的 に 行 う こ と が よ り 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 ダ ウ ン ロ ー ド し た ガ イ ダ ン ス 情 報 は 、 プ リ ン タ 部 に よ っ て 用 紙 で 出 力 し て も よ い
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 画 像 形 成 シ ス テ ム を 構 成 す る 画 像 形 成 装 置 の 主 断 面 図
【 図 ２ 】 本 画 像 形 成 シ ス テ ム の 全 体 概 略 図
【 図 ３ 】 情 報 収 集 端 末 301の 内 部 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ４ 】 ａ は プ リ ン タ 制 御 部 ７ の 、 ジ ャ ム 処 理 時 の ル ー チ ン を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト 、 ｂ
は 設 定 時 間 （ 所 定 回 数 ） の 大 小 を 示 し た 図
【 図 ５ 】 液 晶 パ ネ ル に 表 示 さ れ る 内 容 を 示 す 図
【 図 ６ 】 液 晶 パ ネ ル に 表 示 さ れ る 内 容 を 示 す 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ 　 イ メ ー ジ ス キ ャ ナ
　 ２ 　 プ リ ン タ
　 ７ 　 プ リ ン タ 制 御 部
　 ３ ０ １ 　 情 報 収 集 部
　 ３ ０ ２ 　 サ ー バ ー 又 は ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ
　 ３ １ １ 　 Ｃ Ｐ Ｕ
　 ３ １ ２ 　 通 信 制 御 部
　 ３ １ ３ 　 メ モ リ
　 ３ １ ４ 　 デ ー タ ベ ー ス
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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